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新たに役員の改選が行われました。

　
　
就
任
あ
い
さ
つ

　
庭
の
ひ
ま
わ
り
は
、
太
陽
に
向
か
っ
て
す
く
す
く
背
を
伸
ば

し
、
今
で
は
背
丈
を
越
え
、
ま
も
な
く
花
を
つ
け
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
市
内
の
田
圃
は
日
増
し
に
株
分
け
〈
分
蘖
〉
が
進

み
色
濃
く
大
地
に
根
を
生
や
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
17
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
大
多
数
の
議
員
か
ら
ご

推
挙
を
受
け
、
議
長
に
再
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宇
陀
市
が
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宇
陀
市
総
合
戦
略
の
重

要
課
題
に
対
し
、
市
長
が
計
画
の
見
直
し
と
事
業
の
変
更
を
発

言
さ
れ
て
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
心
配
を
お
掛
け
し

て
い
ま
す
。

　
美
榛
苑
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
議
会
制
民
主

主
義
の
原
則
を
疑
う
よ
う
な
振
る
舞
い
の
中
で
、
議
会
の
考
え

方
を
ま
と
め
宇
陀
市
の
将
来
を
見
据
え
シ
ッ
カ
リ
と
し
た
根
拠

に
基
づ
き
、
調
査
を
実
施
し
関
係
者
と
議
論
・
討
論
を
重
ね
市

民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
議
会
運
営
を
山
本
副
議

長
と
共
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
宇
陀
市
の
夏
は
、
各
地
域
で
趣

向
を
凝
ら
し
た
夏
祭
り
が
行
わ

れ
、
地
域
に
活
気
が
沸
く
こ
の
時

期
、
子
や
孫
た
ち
が
ふ
る
里
へ
の

期
待
と
希
望
を
持
っ
て
帰
っ
て
き

ま
す
。
そ
れ
ら
の
人
々
に
誇
れ
る

ま
ち
と
な
る
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
支

援
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

昭
和
23
年
12
月
生
ま
れ

室
生
向
渕

期
数
　
５
期

【
ひ
と
こ
と
】

　
議
論
を
尽
く
し
て
是
々

非
々
を
明
確
に
示
し
、
爽

や
か
な
議
論
で
議
会
運
営

を
進
め
ま
す
。

昭
和
45
年
12
月
生
ま
れ

大
宇
陀
小
附

期
数
　
２
期

【
ひ
と
こ
と
】

　
議
員
と
し
て
ど
の
よ
う

な
判
断
、
行
動
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
し
っ
か

り
と
考
え
て
有
志
の
議
員

の
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
35
年
８
月
生
ま
れ

大
宇
陀
野
依

期
数
　
２
期

【
ひ
と
こ
と
】

　
監
査
の
結
果
を
市
長
、
議

会
へ
報
告
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
へ
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
の
適
法
性
あ
る
い

は
妥
当
性
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
宇
陀
市
行
政
の
透
明

化
を
図
り
ま
す
。

議
長

  

上
田
　
德

副
議
長

  
山
本
　
裕
樹

監
査
委
員

  

西
岡
　
宏
泰
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街
の
将
来
構
想
な
ど
政
策
や
企
画
、
財
政
に

関
す
る
こ
と
、
防
災
、
行
政
改
革
な
ど
総
務

に
関
す
る
こ
と
、
森
林
資
源
の
活
用
、
観
光

商
工
振
興
、
農
林
業
な
ど
経
済
に
関
す
る

こ
と
、
都
市
計
画
、
道
路
管
理
、
上
下
水
道

な
ど
都
市
整
備
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し
ま

す
。

      【
委
員
長
】　
　
松
浦
利
久
子

【
副
委
員
長
】　
亀
井
雅
之

井
谷
憲
司
　
宮
下
公
一
　
西
岡
宏
泰

山
本
裕
樹
　
奥
隆

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
、

子
育
て
な
ど
健
康
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、
市

立
病
院
の
経
営
、
ゴ
ミ
や
公
害
な
ど
環
境
に

関
す
る
こ
と
、
小
中
学
校
の
運
営
・
指
導
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
文
化
財
保
護
、
生
涯
学
習

な
ど
教
育
行
政
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し
ま

す
。

      【
委
員
長
】　
　
廣
澤
孝
英

【
副
委
員
長
】　
井
戸
家
理
夫

多
田
與
四
朗
　
上
田
德 

　
八
木
勝
光

菊
岡
千
秋
　
寺
脇
慶
治

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

      【委
員
長
】　
　
菊
岡
千
秋

【
副
委
員
長
】　
宮
下
公
一

井
谷
憲
司
　
松
浦
利
久
子
　
廣
澤
孝
英
　
井
戸
家
理
夫

予
算
審
査
特
別
委
員
会

      【
委
員
長
】　
　
井
谷
憲
司

【
副
委
員
長
】　
八
木
勝
光

多
田
與
四
朗
　
菊
岡
千
秋
　
西
岡
宏
泰
　
松
浦
利
久
子

寺
脇
慶
治
　
奥
隆

専
決
処
分
承
認
審
査
特
別
委
員
会

      【
委
員
長
】　
　
上
田
德 

【
副
委
員
長
】　
山
本
裕
樹

多
田
與
四
朗
　
井
谷
憲
司
　
菊
岡
千
秋
　
宮
下
公
一

西
岡
宏
泰
　
松
浦
利
久
子
　
亀
井
雅
夫

井
戸
家
理
夫 

内
容
等
は
別
記

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

多
田
與
四
朗

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

      【
委
員
長
】　
　
井
谷
憲
司 

【
副
委
員
長
】　
松
浦
利
久
子

八
木
勝
光
　
西
岡
宏
泰
　
廣
澤
孝
英
　
亀
井
雅
之

寺
脇
慶
治

総
務
産
業
常
任
委
員
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会

新しい委員会構成も決まりました。
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臨時会にて特別委員会を設置致しました。

【委員会名】
　専決処分承認審査特別委員会

【調査内容】
　①承認第 3号： 専決処分の承認を求めることについて〔保養センター美榛苑に係るもの〕に関する審

査及び関連事務調査。
　②公の施設の指定管理者の指定に関する事項。

【委員会の設置】
　本審査及び調査は、地方自治法第 109 条及び委員会条例第 6条の規定により委員 10 人で専決処分承認
審査特別委員会を設置する。

【審査及び調査の権限】
　本議会は、上記に掲げる事項の審査及び調査を行うため、地方自治法第 100 条第 1項（※ 1）及び同
法第 98 条第 1項（※ 2）の権限を専決処分承認審査特別委員会に委任する。

【審査及び調査期限】
　専決処分承認審査特別委員会は、上記に掲げる審査及び調査が終了するまで審査及び調査を行う。

【審査及び調査経費】
　本調査を要する経費は、100 万円以内とする。
　（この経費とは、委員会に出席頂いた証人への交通費や弁護士にアドバイス頂くための弁護士費用等です）

【理由】
　今臨時会での議案である承認第 3号美榛苑の指定管理者を専決処分したことの承認に関する審査をす
るにあたり、市長より総務産業常任委員会での審議の申し出がありました。しかし、専決処分に至った
選定委員会会議録等、承認議決を行うに足りる判断材料の資料を市長に求めるも提出がなく、審査がで
きませんでした。そこで、議会ではさらに調査権限の強い、地方自治法第 100 条第 1項並びに同法第 98
条第 1項に基づく特別委員会に付託替えをし、引き続き審査を行うこととしました。

（※ 1）地方自治法第 100 条第 1項…普通地方公共団体の議会は、（中略）当該調査を行うため特に必要
と認めるときは選挙人その他の関係人の出頭及び証言並びに記録の提出を請求することができる。
（※ 2）地方自治法第 98条第 1項…普通地方公共団体の議会は、（中略）当該地方公共団体の長、教育委員会、
（中略）その他法律に基づく委員会又は委員の報告を請求して、当該事務の管理、議決の執行、及び出納
を検査することができる。
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●
　６
月
定
例
会
　●

宇
陀
市
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

6
月
定
例
会

今
回
の
議
案
は

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

今号では
この中から
３つを

市
長
提
出
議
案 

 …

７
件

人
事 

 …
…
…
…
…

５
件

計
12
件

1
宇
陀
市
手
話
言
語
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

2
補
正
予
算
（
第
１
号
）
が
成
立

し
ま
し
た
。

補
正
予
算
額
は
、１
億
８
３
７

３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案 

第
35
号 

「
宇
陀
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
委

員
会
で
審
議
さ
れ
た
結
果
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
で
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
や
う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
事

業
等
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

手
話
言
語
条
例
検
討
委
員
会
の
協
議
の
中
で
反

対
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

十
二
人
の
委
員
は
、
賛
成
で
あ
っ
た
が
、
他
の

障
害
の
あ
る
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

他
の
自
治
体
で
の
制
定
が
さ
れ
て
い
る
、
他
の

障
害
の
あ
る
方
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
の
必

要
性
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
の
策
定
の
必
要
性

は
十
分
感
じ
て
お
り
、
早
急
に
準
備
に
取
り
掛
か
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
市
の
取
り
組

み
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
広
く
市
民
の
方
に
周

知
す
る
取
り
組
み
を
実
践
さ
せ
て
い
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
を
制
定
す
る
際
に
、
他
の
障
害
の
あ

る
方
へ
の
対
応
も
含
め
て
、
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

う
だ
産
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
時
期
等
の
詳
細
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

11
月
30
日（
土
）、12
月
１
日（
日
）の
２
日
間
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
宇
陀
の
薬
草

は
全
国
的
に
も
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
薬
草
以
外

で
も
宇
陀
の
良
さ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
う
の
で
、
今

後
ど
の
よ
う
な
も
の
を
発
信
す
る
の
か
、
早
急
に
実
行

委
員
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の
対
象
者
等
、

詳
細
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
非
課
税
の
方
７
６
０
０
人
、
３
歳

未
満
の
子
ど
も
４
０
０
人
で
、
１
冊
５
０
０
０
円
の
商

品
券
を
４
０
０
０
円
で
購
入
で
き
、
最
大
５
冊
ま
で
購

入
で
き
ま
す
。

『
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
と
は
』

　 

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得

者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
す
る
事

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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3
市
内
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
に
空
調
（
冷
房
）
設
備

が
設
置
さ
れ
ま
す
！

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

近
年
、
全
国
各
地
で
最
高
気
温
を
更
新
し
、
学
校
生
活
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
を

は
じ
め
と
す
る
健
康
状
態
に
不
安
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
小
中
学
校
普
通
教
室
や
幼
稚
園
の
空
調
設
置
率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し
、
各

市
町
村
に
対
し
て
、『
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
』
を
活
用
し
て
の

空
調
（
冷
房
）
設
備
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
に
お
い
て
も
、小
・
中
学
校
、幼
稚
園
の
空
調
（
冷
房
）
設
備
が
、順
次
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
●
大
宇
陀
・
室
生
・
菟
田
野
地
域
の
各
小
・
中
学
校

　
　（
工
期
）
６
月
３
日
〜
９
月
１
７
日

　
　（
予
算
）
１
億
３
４
４
６
万
円

　
●
榛
原
地
域
の
各
小
・
中
学
校

　
　（
工
期
）
６
月
７
日
〜
９
月
24
日

　
　（
予
算
）
１
億
５
８
６
７
万
２
５
２
０
円

　
●
市
内
の
公
立
幼
稚
園

　
　（
工
期
）
５
月
20
日
〜
９
月
10
日

　
　（
予
算
）
４
２
３
３
万
４
９
２
０
円

　
●
市
内
の
保
育
所
は
設
置
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　児
童
・
生
徒
の
体
調
管
理
、
そ
し
て
教
育
環
境
を
整
え
る
意
味
に
お
い
て
も
一
日
も
早
く
設

置
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

議
会
議
員
と
し
て
勤
続
15
年
、
榛
原
町
制
及
び

宇
陀
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
は

著
し
い
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
第
95
回
全
国
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
多
田
與
四

朗
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
３
日
目
の
冒
頭
、
上
田
議
長
よ
り
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年
４
月
榛
原
町
議
　
初
当
選

●
多
田
與
四
朗
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
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小
・
中
学
校
に
お
い
て
虐
待
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
な

ど
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

直
接
虐
待
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
「
い
じ
め
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
年
１
〜
２
回
程
度
行
っ

て
い
ま
す
。
小
学
校
低
・
中
・
高
学
年
用
、

中
学
校
に
分
け
、
質
問
事
項
を
設
定
し
て

お
り
、
質
問
内
容
以
外
に
書
け
な
か
っ
た

こ
と
を
自
由
に
記
入
で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
も
と
に

個
別
の
聞
き
取
り
に
つ
な
げ
て
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
サ
イ
ン
を
見
落
と
さ
ず
、
子

ど
も
の
思
い
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
こ
と
が

よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
か
ら
こ
ど
も
未
来
課
へ
社

会
福
祉
士
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
ど
の
様
な
役
割
を
も
た
れ
て
い

ま
す
か
。こ

れ
ま
で
の
支
援
体
制
の
見
直

し
や
関
係
機
関
と
の
連
携
整
備
及
び
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
学
校
内
で
福
祉
の
面

か
ら
支
援
を
行
う
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

こ
ど
も
未
来
課
所
属
で
す
が
各
学
校
へ
派

遣
し
、
直
接
保
護
者
や
教
職
員
の
支
援
も

行
い
学
校
と
の
連
携
の
強
化
を
図
り
虐
待

予
防
の
観
点
か
ら
も
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

最
近
で
は
電
話
や
対
話
に
よ
る
相

談
窓
口
に
加
え
、
虐
待
に
関
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
）

に
よ
る
教
育
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

都
道
府
県
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も

が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

被
害
者
、
潜
在
的
加
害
者
に
と
っ
て
大
事

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
有
効
性
は
十

分
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
都

道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
の
よ
う
な
大
き

な
自
治
体
で
の
取
り
組
み
で
、
宇
陀
市
は

相
談
員
の
確
保
体
制
の
整
備
等
を
含
め
独

自
で
の
導
入
は
現
状
で
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
学
校
以
外
の
相
談
窓
口
と
し

て
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」、
奈
良

県
教
育
委
員
会
の
『
電
話
教
育
相
談
あ
す

な
ろ
ダ
イ
ヤ
ル
」・「
メ
ー
ル
相
談
　
悩
み

　
な
ら
　
メ
ー
ル
」、
法
務
省
の
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
な
ど
の
国
や
県
の
取

り
組
み
を
学
校
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
に
周
知
し
、
そ
の
活
用
を
呼
び
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他

里
親
制
度
の
啓
発
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
宇
陀
市
広
報
掲
載
や
、
関
係
機

関
へ
の
啓
発
に
力
を
い
れ
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

松
まつうら

浦 利
り く こ

久子
議員

市
街
化
調
整
区
域
に
工
場
を
建
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
「
建

物
を
建
て
て
は
い
け
な
い
区
域
」「
建
築
禁

止
区
域
」
で
な
い
と
い
う
点
を
是
非
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
現
に

奈
良
県
で
は
、
産
業
の
活
性
化
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
市
街
化
調
整
区
域

の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
都
市
計
画

法
に
基
づ
き
、
開
発
審
査
会
の
議
を
経
て

了
承
さ
れ
た
場
合
に
は
、
工
場
の
立
地
が

可
能
で
あ
り
ま
す
。

線
引
き
の
見
直
し
、規
制
範
囲
の
緩

和
及
び
撤
廃
を
行
政
と
し
て
行
い
ま
す
か
。

奈
良
県
決
定
と
な
る
都
市
計
画
に

関
す
る
変
更
等
に
つ
い
て
は
、
市
の
意
見

聴
取
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市

計
画
に
関
す
る
計
画
の
樹
立
、
変
更
な
ど

の
事
案
が
生
じ
ま
し
た
際
に
は
、
市
の
合

意
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
県

と
の
連
携
の
も
と
に
、
都
市
計
画
行
政
を

司
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
や
県
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
責

務
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。

副
市
長
の
選
任
同
意
を
頂
い
た
と

い
う
意
味
で
は
国
や
県
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
る
事
が
役
割
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。県
幹
部
や
職
員
と
面
会
し
意
見
交
換

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
繋
が
り
と
い
う
意

味
で
は
機
会
を
作
り
パ
イ
プ
役
と
言
う
こ

と
で
今
後
構
築
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

職
員
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構

築
さ
れ
ま
す
か
。

職
員
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。就
任
時
の
挨
拶
に
お
い

て
職
員
と
共
に
汗
を
か
く
と
申
し
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。市
長
は
職
員
と
の
意

思
疎
通
が
図
れ
な
か
っ
た
、ま
た
難
し
い
状

況
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。職
員
と
市

長
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
事
で
あ
り
、今
後
も
つ
な
ぎ
役

と
し
て
多
く
の
職
員
と
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
修

復
さ
れ
ま
す
か
。

議
会
へ
の
関
係
も
取
り
つ
つ
コ
メ
ン

ト
さ
せ
て
頂
き
修
複
し
ま
す
。

そ
の
他
意
見
・
要
望

議
論
を
し
色
々
と
答
え
を
出
し
て
頂
き
、

良
い
も
の
に
は
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
駄
目
な

も
の
に
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
頂
き
た
い

と
要
望
し
ま
す
。

児
童
虐
待
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

西
にしおか

岡 宏
ひろやす

泰
議員

企
業
誘
致
と
線
引
き
に
つ
い
て

副
市
長
の
責
任
と
任
務
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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『
菟
田
野
こ
ど
も
園
新
築
工
事
』
は
、

令
和
２
年
４
月
開
園
を
目
指
す
と
約
束
し
な

が
ら
も
、
市
長
の
二
転
三
転
す
る
計
画
変
更

等
に
よ
り
混
乱
が
生
じ
、
平
成
30
年
第
４
回

定
例
会
一
般
質
問
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ

た
よ
う
に
、
５
か
月
遅
れ
の
９
月
開
園
と
な
っ

た
。

　
工
事
請
負
契
約
金
額
は
５
億
３
５
７
０
万

円
で
、
工
期
は
令
和
２
年
７
月
30
日
と
し
て

い
る
が
、
工
事
に
遅
れ
を
出
さ
な
い
た
め
の

工
程
管
理
と
対
策
は
万
全
か
。

ま
た
、
菟
田
野
小
学
校
敷
地
内
で
の
建
設
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
通
学
児
童
へ
の
安
全
対
策
や

授
業
中
の
防
音
対
策
等
の
配
慮
と
と
も
に
、
関

係
機
関
へ
の
懇
切
丁
寧
な
説
明
は
十
分
に
な
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

工
事
請
負
契
約
終
了
後
の
５
月
15
日

を
皮
切
り
に
、
工
事
業
者
と
の
定
例
会
議
を

こ
れ
ま
で
に
４
回
実
施
。
工
程
及
び
工
事
内

容
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
敷
地
造
成
工
事
と
躯
体
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
菟
田
野
小
学
校
・
菟
田

野
保
育
所
の
保
護
者
、
菟
田
野
地
域
に
在
住

す
る
大
宇
陀
こ
ど
も
園
の
保
護
者
、
菟
田
野

小
学
校
教
職
員
へ
の
説
明
を
行
っ
て
お
り
、

ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
工
事
の
着
工
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
会
で
は
、
①
菟
田
野
こ
ど
も

園
建
設
に
か
か
る
安
全
対
策
②
開
園
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
③
開
園
後
の
関
係
区
域
の
安

全
対
策
④
建
設
中
の
小
学
校
の
運
営
に
つ
い

て
の
説
明
と
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
会
を
経
て
、
保

護
者
並
び
に
教
職
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
大

き
く
４
つ
の
課
題
を
い
た
だ
き
、
①
工
事
期

間
中
の
「
希
望
の
坂
」
の
安
全
対
策
（
小
学

校
に
出
入
り
す
る
車
両
と
登
下
校
時
の
児
童

の
安
全
確
保
）
②
工
事
期
間
中
の
運
動
会
・

入
学
式
・
卒
業
式
等
の
学
校
行
事
開
催
時
の

安
全
対
策
③
「
希
望
の
坂
」
の
冬
期
凍
結
時

の
安
全
対
策
④
小
学
校
敷
地
内
で
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
特
に
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、
こ
れ
ら

以
外
の
安
全
対
策
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
生

じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
、
関
係

機
関
と
情
報
共
有
・
連
絡
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
安
全
第
一
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　
市
道
の
改
修
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

平
成
24
年
か
ら
26
年
度
の
３
年
間
、

宇
陀
市
に
は
「
住
宅
建
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
助
成
制
度
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度

の
概
要
と
実
績
を
問
い
ま
す
。

工
事
金
額
の
10
分
の
１
、10
万
円
を
限

度
と
し
て
助
成
し
て
い
ま
し
た
。３
年
間
で
、

２
８
５
件
、助
成
金
額
約
２
８
０
３
万
円
、工

事
総
額
で
は
約
６
億
１
３
７
５
万
円
で
し
た
。

か
な
り
の
実
績
も
あ
る
制
度
な
の
に
、何

故
廃
止
さ
れ
た
の
か
、そ
の
経
緯
を
問
い
ま
す
。

当
初
か
ら
３
年
を
目
途
と
し
て
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。持
家
と
賃
貸
借
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
な
い
こ
と
、
定
住
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
懸
念
さ
れ
た
こ
と
、98
事
業
者

が
事
業
実
施
し
た
が
、
う
ち
40
業
者
が
３
年

間
で
１
件
の
受
注
に
と
ど
ま
る
な
ど
中
小
企

業
振
興
策
と
し
て
は
や
や
難
が
あ
り
ま
し
た
。

転
出
抑
制
の
面
で
も
３
年
間
で
明
ら
か
な
効

果
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

住
民
の
住
環
境
の
改
善
、
経
済
波
及

効
果
が
約
12
億
円
（
総
務
省
計
算
式
で
算
出
）

と
市
内
経
済
へ
の
貢
献
等
公
共
性
も
高
く
、

定
住
促
進
に
も
つ
な
が
る
大
変
良
い
制
度
で

あ
り
、
全
国
で
は
約
６
０
０
自
治
体
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
制
度
の
復
活
を
求
め
ま
す
。

市
で
は
定
住
促
進
奨
励
金
、空
き
家
対

策
・
起
業
者
支
援
事
業
補
助
、宇
陀
市
産
木
材

利
用
促
進
事
業
等
の
住
宅
関
連
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
つ

い
て
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
総
合
的
に
検

討
し
い
て
い
き
ま
す
。

美
榛
苑
が
４
月
25
日
よ
り
一
部
再
開

し
、
待
ち
望
ん
で
い
た
市
民
や
市
外
の
利
用

者
か
ら
も
大
変
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
開

後
の
運
営
状
況
を
問
い
ま
す
。

日
帰
り
入
浴
利
用
者
は
５
２
２
７
人
、

レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
者
は
２
５
８
０
人
、昨
年
同

期
と
比
較
し
て
日
帰
り
入
浴
で
は
、７
６
７
人

の
減
少
で
す
。

他
の
部
門
の
今
後
の
予
定
は
。

宴
会
は
６
月
15
日
か
ら
再
開
し
て
い

ま
す
。
宿
泊
は
７
月
６
日
か
ら
で
す
。

市
民
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
声
が
届
い

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、従
業
員
の
処
遇
の
改
善

等
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

再
開
を
喜
ぶ
声
が
多
い
が
、メ
ニ
ュ
ー

へ
の
不
満
や
評
価
、今
後
へ
の
期
待
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。従
業
員
の
時
間
給
は
引
き
上
げ

ら
れ
、処
遇
の
改
善
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
。接

遇
等
の
職
員
研
修
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
意
見

　
新
し
い
指
定
管
理
者
が
厳
し
い
条
件
の
中

で
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
我
々
議
員
も

色
ん
な
形
で
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

菟
田
野
子
ど
も
園
新
築
工
事
に

お
け
る
進
捗
状
況
と
安
全
対
策

に
つ
い
て

八
や ぎ

木 勝
かつひこ

光
議員

亀
かめい

井 雅
まさゆき

之
議員

美
榛
苑
再
開
後
の
運
営
状
況
と

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁 住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

復
活
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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通
学
中
の
児
童
、
保
護
者
を
次
々

と
刃
物
で
襲
う
事
件
や
、
自
動
車
が
散
歩

中
の
園
児
ら
の
列
に
突
っ
込
ん
で
園
児
が

犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で

「
宇
陀
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

や
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
な
ど
、
児
童
生
徒
の
登
園
・

登
下
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
現
状
の

取
り
組
み
や
成
果
を
お
聞
き
し
ま
す
。

平
成
27
年
３
月
に
「
宇
陀
市
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、関
係

機
関
が
連
携
し
て
、児
童
生
徒
が
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
通
学
路
の
安
全
確
保
を
図
る

た
め
の
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、各
学
校
か
ら
報
告
が
あ
っ
た

危
険
箇
所
を
取
り
ま
と
め
、
桜
井
警
察
署
、

奈
良
国
道
事
務
所
、
宇
陀
土
木
事
務
所
、
市

建
設
課
、
市
総
務
課
、
市
教
育
委
員
会
か
ら

構
成
さ
れ
る
通
学
路
安
全
対
策
推
進
会
議
に

お
い
て
、
合
同
点
検
を
実
施
し
、
対
策
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
面
、ソ
フ
ト
面

の
両
面
か
ら
具
体
的
な
実
施
メ
ニ
ュ
ー
を
検

討
し
、
関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
市
内
の

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
を
対
象
と

し
た
通
学
路
の
現
状
、
課
題
、
改
善
点
に
つ

い
て
も
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。調
査
の
結

果
、各
施
設
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
予

防
対
策
を
講
じ
た
安
全
保
育
、安
全
管
理
に

努
め
て
い
ま
す
が
、小
学
校
を
対
象
と
し
た

「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
よ
う

な
も
の
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。通
園
時
や
園

外
保
育
に
お
け
る
事
故
の
予
防
と
適
切
な
対

応
を
行
う
た
め
に
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

８
月
頃
を
め
ど
に
策
定
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
必
要
な
環
境
を
整
備
し
、
事
故
が
生
じ

る
可
能
性
を
念
頭
に
置
い
て
、
行
政
、
教
育

委
員
会
、保
育
現
場
で
事
故
予
防
対
策
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
自
身
の
意
識
付
け
に

向
け
た
安
全
教
育
の
取
り
組
み
の
状
況
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

各
学
校
は
、
学
校
安
全
計
画
を
策

定
し
（
学
校
保
健
法
第
二
七
条
）
そ
の
中

で
生
活
安
全
、
交
通
安
全
、
災
害
安
全
の

三
領
域
に
つ
い
て
危
険
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
知
識
や
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
安
全
教
育
、
及
び
安
全
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
常
に
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た
め
の
行

動
が
取
れ
る
よ
う
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ

計
画
的
に
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

ま
と
め

　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
皆
で
守
る
と
い

う
思
い
と
行
動
・
積
極
的
な
防
衛
・
見
せ

る
防
犯
・
事
故
事
件
が
お
こ
ら
な
い
街
づ

く
り
、
皆
さ
ん
と
共
に
。
合
掌
。

現
在
宇
陀
市
に
は
、
宇
陀
市
市
営

有
償
バ
ス
榛
原
大
野
線
・
大
宇
陀
南
部
線
・

ら
く
ら
く
バ
ス
・
宇
陀
市
デ
マ
ン
ド
型
タ

ク
シ
ー
な
ど
な
ど
が
有
り
ま
す
が
、
市
民

の
方
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
、

お
聞
き
し
ま
す
。

宇
陀
路
探
訪
ガ
イ
ド
を
道
の
駅
・
病

院
・
地
域
事
務
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
自
治
会
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
に

配
布
も
考
え
、
ま
た
う
だ
チ
ャ
ン
な
ど
広
報

媒
体
も
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
行
状
況
と
自
由
乗
車
は
可
能
か
、

お
聞
き
し
ま
す
。

一
便
あ
た
り
約
０
．
７
人
か
ら
２
．

２
人
の
乗
車
で
す
前
年
に
比
べ
る
と
少
し

減
っ
て
い
ま
す
。
６
月
補
正
で
公
共
交
通

網
新
制
度
設
計
調
査
研
究
事
業
が
決
ま
り
、

停
留
所
ま
で
の
距
離
、
病
院
・
買
い
物
な

ど
利
便
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
公
共
交

通
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
自
由
乗
車
区
間

を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
宇
陀
市

の
道
路
事
情
を
考
え
る
と
自
由
乗
車
は
厳

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

榛
原
駅
前
は
、十
年
前
に
比
べ
る
と
大

変
寂
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。市
は
ど
の
よ
う
な
再

建
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か
、お
聞
き
し
ま
す
。

以
前
計
画
を
し
て
い
た
案
は
ま
と

ま
ら
ず
、現
在
は
再
検
討
中
で
す
が
、市
道

12
号
線
は
今
年
度
を
め
ど
に
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
奈
良
県
東
部
の
玄
関
口
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
場
所
と
認
識
し
て
い

ま
す
。今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
早
急
に
取

り
ま
と
め
て
、斬
新
な
発
想
、夢
の
あ
る
発

想
で
、（
駅
前
に
求
め
ら
れ
る
機
能
）（
駅
前

に
欲
し
い
も
の
）（
絶
対
に
必
要
な
も
の
っ

て
何
）な
ど
、ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
軸
に

駅
前
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
利
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
、お

聞
き
し
ま
す
。

ま
ず
最
優
先
に
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

跡
地
の
活
用
策
を
考
え
る
べ
き
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。そ
の
他
の
土
地
に
つ
い
て
も
、例

え
ば
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
や
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
の
活
用
な
ど
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
的
な
会
議

体
を
組
織
し
て
、具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他

　
一
日
も
早
い
計
画
策
定
と
実
施
を
願
い

ま
す
。

井
い ど い え

戸家 理
まさお

夫
議員

寺
てらわき

脇 慶
けいじ

治
議員

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ

い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁 地

域
公
共
交
通
の
整
備
と
現
在

の
運
行
状
況
に
つ
い
て

市
道
の
改
修
と
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
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平
成
25
年
３
月
に
出
さ
れ
た
宇
陀

市
総
合
計
画
で
目
標
値
を
定
め
て
い
た
項

目
の
達
成
、
未
達
成
の
部
分
を
尋
ね
ま
す
。

達
成
率
の
良
い
項
目
は
観
光
客
数

の
増
加
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
増
加
で
す
。

未
達
成
の
項
目
は
、
図
書
貸
出
冊
数
の
増

加
は
し
て
い
る
も
の
の
、
目
標
値
は
下
回
っ

て
い
ま
す
。
今
回
平
成
31
年
３
月
に
出
さ

れ
た
第
２
次
総
合
計
画
で
は
毎
年
、
事
業

の
目
標
値
と
実
績
値
の
分
析
を
し
て
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
行
い
施
策
の
実
行
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
公
共
交
通
の
充
実
が
最
も
重
要

度
が
高
く
、
満
足
度
が
低
い
と
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
公
共
交
通
を
民
間
、

行
政
と
観
光
も
含
め
、
地
域
の
公
共
交
通

の
空
白
地
を
回
り
、
地
域
住
民
の
交
通
弱

者
課
題
の
解
決
策
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

宇
陀
市
で
は
、
ま
だ
ま
だ
公
共
交
通
の
整

備
も
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
免
許
返
納
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
の
は
、
農
家
を
営
む
高

齢
者
の
方
々
や
、
自
家
用
車
を
必
須
と
し

て
い
る
方
々
に
と
っ
て
も
非
常
に
困
難
な

状
況
で
す
。
今
後
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

配
慮
、
ま
た
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
安
全
機

能
が
つ
い
た
車
の
み
運
転
で
き
る
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
専
用
の
限
定
免
許
制
度
の
創
設

を
国
で
は
進
め
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て

今
後
の
対
策
を
尋
ね
ま
す
。

車
そ
の
も
の
を
買
い
換
え
と
な
る

と
高
価
な
買
い
物
で
あ
り
ま
す
し
、
現
在

利
用
さ
れ
て
い
る
車
に
、
比
較
的
安
価
で

後
付
と
し
て
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
を
取

り
付
け
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
後
付
の
装
置
設
置
に
関
し
て
、
社
会

全
体
が
ど
の
よ
う
に
流
れ
る
か
を
見
極
め
、

宇
陀
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
出
来

る
の
か
、
ま
た
運
転
に
自
信
の
持
て
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
今
後
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

合
意
さ
れ
た
２
０
３
０
年
に
達
成
す
る

た
め
の
１
７
の
世
界
共
通
の
ゴ
ー
ル
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
が
あ
り
ま
す
。
企
業

な
ど
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
社
員

共
通
の
目
標
を
持
ち
、
会
社
の
目
標
達
成

へ
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
行
政
と
し
て
も
、
市
民
の
方
を

交
え
て
住
民
の
共
通
目
標
を
意
識
付
け
市

民
と
共
に
住
み
よ
い
ま
ち
、
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
と
し
て
の

考
え
を
尋
ね
ま
す
。

今
回
の
第
２
次
総
合
計
画
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
課
題
を
宇
陀
市
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
施
策
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

宇
陀
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

奥
おく

　隆
たかし

議員

５
月
24
日
に
参
院
本
会
議
に
て
全

会
一
致
で
『
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に

関
す
る
法
律
』
が
成
立
し
た
。
世
界
に
は
、

栄
養
不
足
の
状
態
に
あ
る
人
々
が
多
数
存

在
す
る
中
で
、
日
本
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
て
い
く
食
品
が
大
量

に
あ
る
。（
国
民
ひ
と
り
が
１
日
に
お
茶
碗

１
杯
分
を
廃
棄
し
て
い
る
の
に
相
当
）
宇

陀
市
で
も
今
後
、
そ
う
し
た
状
況
を
周
知

し
、
市
民
が
日
常
生
活
の
中
で
少
し
で
も

食
品
の
廃
棄
を
少
な
く
す
る
取
り
組
み
を

啓
発
し
推
進
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
宇
陀
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
的
な
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
取

り
組
み
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
12
番
目
の
目

標
『
つ
く
る
責
任
・
使
う
責
任
』
の
中
に
、

『
２
０
３
０
年
ま
で
に
小
売
・
消
費
レ
ベ
ル

に
お
け
る
世
界
全
体
の
１
人
当
た
り
の
食

料
の
廃
棄
を
半
減
さ
せ
（
中
略
）
食
品
ロ

ス
を
減
少
さ
せ
る
』
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
削
減
さ
せ
る

た
め
の
宇
陀
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
国
の
方
針
等
が
示
さ
れ
て
か
ら
具
体

化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
市
民
を
は

じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害

関
係
者
）
か
ら
『
選
ば
れ
る
地
方
自
治
体
』

と
な
る
た
め
に
は
、
目
指
す
べ
き
未
来
で

あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
語
句
の
説
明
】

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）と
は

２
０
１
５
年
の
国
連
総
会
で
、２
０
３
０
年

ま
で
の
長
期
的
な
国
際
社
会
共
通
の
課
題
に

取
り
組
む
、『
持
続
可
能
な
開
発
目
標
』
と
し

て
採
択
さ
れ
、17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト（
達
成
規
準
）が
あ
り
、食
品
ロ
ス
削

減
の
取
り
組
み
は
12
番
目
の
目
標
で
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）の
取
り
組
み
）

井
いたに

谷 憲
けんじ

司
議員

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）のロゴ

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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市
道
十
二
号
線
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

今
年
度
中
の
開
通
に
向
け
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

榛
原
駅
前
の
振
興
計
画
は
、
何
も

決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
企
画
、
実
行
を
推
進
出

来
て
い
な
い
。
宇
陀
市
の
玄
関
口
、
情
報

発
信
の
中
心
地
と
な
る
場
所
で
あ
る
が
、

以
前
か
ら
構
想
さ
れ
て
き
た
が
、
一
朝
一

夕
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
市
道
十
二
号
線
の

整
備
を
行
な
い
、
ミ
ス
ド
跡
地
、
久
保
石

油
跡
地
な
ど
活
用
策
を
考
え
、
企
画
し
て

い
る
。
現
状
で
は
、
一
つ
一
つ
の
パ
ー
ツ

に
つ
い
て
の
活
用
策
で
の
体
制
に
な
っ
て

い
る
が
、
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を

進
め
る
中
で
早
期
に
動
い
て
い
く
決
意
で

お
り
ま
す
。

ひ
の
き
坂
西
側
私
有
地
の
活
用
に

つ
い
て
。

担
当
で
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
、
色
ん
な
意
味
で
検
討
す
べ

き
点
が
多
く
、
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
、
お
答
え
出
来
な
い
。

市
長
の
榛
原
駅
前
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
。ま

ち
づ
く
り
包
括
協
定
の
基
本
構

想
を
ま
と
め
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
で
き
る

部
分
を
や
っ
て
い
く
。
私
な
り
の
手
法
と

し
て
は
、
活
用
で
き
る
場
所
を
市
内
外
に

広
く
周
知
し
て
、
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
で
ス

ペ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
使
い
活
用
策
を
募

集
す
る
な
ど
、
早
急
に
検
討
を
進
め
、
し
っ

か
り
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
た
形
で
ま
と

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
空
地
と
な
っ
て
い
る
榛
原
駅
前
ミ
ス
ド
跡
地
】

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

奈
良
県
と
の
包
括
協
定
に
つ
い
て

奈
良
県
と
の
包
括
協
定
に
つ
い
て
・

４
地
区
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

榛
原
地
区
は
基
本
構
想
か
ら
見
直
し
て

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。構
想
の
見
直
し
か
ら
策
定
ま
で
は
、し
ば
ら

く
の
日
数
が
か
か
る
見
通
し
。
宇
陀
松
山
地
区

は
、検
討
協
議
会
や
県
と
の
調
整
を
終
え
、知
事

の
最
終
確
認
の
段
階
。菟
田
野
地
区
と
室
生
は
検

討
協
議
会
を
経
て
今
秋
に
県
と
の
合
意
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。個
別
協
定
ま
で
は
各
地
区
と

も
進
ん
で
い
な
い
。（
部
長
）

県
と
の
関
係
修
復
に
ど
の
よ
う
な
内

容
で
さ
れ
た
の
か
。

末
光
総
務
部
長
は
ご
心
配
な
さ
ら
な

く
て
も
、村
井
・
村
田
両
副
知
事
も
人
口
減
少

な
ど
宇
陀
市
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、ご
相

談
に
の
ら
せ
て
頂
く
。（
副
市
長
）

今
年
は
、要
望
等
で
県
に
伺
っ
た
こ
と

は
な
い
。（
市
長
）

県
に
な
ぜ
、要
望
・
相
談
等
で
訪
問
し

な
い
の
か
。

訪
問
の
意
味
は
大
き
い
が
、一
定
の
取

組
の
中
で
ど
う
い
う
も
の
を
要
望
し
て
い
く
の

か
を
ま
と
め
、見
極
め
、し
っ
か
り
検
討
し
て
か

ら
の
こ
と
。必
要
だ
と
思
っ
た
ら
、市
の
方
で
構

想
を
ま
と
め
、計
画
ま
で
一
定
の
時
間
は
か
か

る
が
必
要
に
応
じ
て
進
ん
で
い
く
。（
市
長
）

県
内
他
市
の
進
捗
状
況
を
見
て
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
。

協
定
を
結
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
評
価
は

難
し
い
が
、個
別
協
定
ま
で
行
く
の
は
そ
う
簡

単
で
は
な
い
。断
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
聞
い
て

い
る
。市
と
し
て
の
実
行
可
能
な
計
画
、組
織
と

し
て
実
現
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
、財
政
も
含

め
推
進
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。大

事
な
基
本
は
、総
合
的
に
取
組
む
こ
と
。（
市
長
）

地
方
創
生
の
進
捗
状
況
と
検
証
に
つ
い
て

第
一
次
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
検
証

と
成
果
に
つ
い
て
。

全
体
的
な
評
価
は
、人
口
減
対
策
本
部

会
、地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
等
で
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、数
値
目
標（
Ｋ
Ｐ

Ｉ
数
値
な
ど
）や
事
業
進
捗
の
検
証
を
行
い
、問

題
点
も
含
め
検
証
、二
次
戦
略
へ
と
取
組
ん
で

い
く
が
、各
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ご
と
に
見
る
と
目
標

数
値
を
下
回
っ
て
未
達
成
が
目
立
つ
。（
部
長
）

第
二
次
総
合
戦
略
の
今
後
の
取
組
や

進
め
方
に
つ
い
て
。

国
の
方
向
性
は
関
係
人
口
の
拡
大
と
移

住
者
を
増
や
す
と
の
基
本
方
針
。二
次
総
合
戦
略

と
二
次
総
合
計
画
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
期
間

も
あ
る
の
で
庁
内
検
討
を
重
ね
て
い
く
。（
部
長
）

近
鉄
榛
原
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

宇
陀
市
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

廣
ひろざわ

澤 孝
たかひで

英
議員

多
た だ

田 與
よ し ろ う

四朗
議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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No. 16
宇陀市のワカモノが将来の夢を語るコーナーです。

前田 勇大さん（佛教大学硬式野球部 4回生　21 歳・榛原）

小学 3年からやり始めた野球も、14年近くなりますが、不思議なもので少年野
球チーム、中学クラブチーム、高校野球と在籍するチームの最終学年には最高
の舞台を踏むことが出来ました。そして今回、大学の最終学年では、まさかの
快進撃で初めてリーグ優勝をし、第 68回全国大学野球選手権大会の出場を勝
ち取りました。大会では、大学初の決勝に進出することが出来、結果は準優勝
でしたが、これまでにない充実感を感じる事が出来ました。親元を離れ 4年
目。日常生活の大変さを実感し、野球を続けさせてもらえること自体にも感謝
できるようになりました。そして、野球で結果を残すことが最大の恩返しだと
頑張ってきました。大会中は、当時の少年野球チーム、中学、高校の球友達がわ
ざわざ東京まで応援に駆けつけてくれました。『みんなが応援してくれるから
頑張れる!』これからも皆様の期待に応えられるよう日々精進して参ります。

宇陀市誕生14年目を迎える令和元年。人口減少、少子高
齢化、美榛苑指定管理者選定、菟田野子ども園建設開園
の遅れ（９月予定）、宇陀市立病院電子カルテ契約変更な
ど、様々な課題がある宇陀市政。美榛苑の指定管理者の
選定の市長による専決処分に関しては「専決処分承認審
査特別委員会（以後特別委員会）」が設置されました。
特別委員会におきましては、明確な情報を収集すると
共に、早期終結へと努めます。
本来ですと特別委員会や常任委員会は委員会室や会議

室での開催ですが、今回の特別委員会は多数の傍聴者
が来られることを予測して本会議場を使用しています。
また、うだチャン11の生放送を活用し、市民の皆さん
へ正確な情報を届け、情報公開に努めたいと考えます。
さて、多田與四朗議員が全国市議会議長会において市
議会議員勤続15年表彰されました。これまでの経験を
活かし我々を牽引していただき、共に市政の発展へと
繋げて参ります。

編集委員

西岡　宏泰

お問い合わせ（議会事務局）
電話 ０７４５－８２－５７７１
IP電話 ０７４５－８８－９０８２
FAX ０７４５－８２－０１３９

宇陀市ホームページ
https://www.city.uda.nara. jp/

上記のコーナー「きかせて！あなたの未来」に登場していただける宇陀
市内にお住まいのワカモノの皆さんを募集します。
今、未来に向かって頑張っていること、将来の夢などをこのコーナーで
語りませんか？
住所・電話番号・氏名・年齢・学生の方は学校名と学年・保護者氏名・ 
社会人の方は職業を明記の上、自分の思いを270字以内にまとめ、写
真を添えて議会事務局へメール（gikai@city.uda.lg.jp）または持参か
送付して下さい。
年齢は問いません。いきいき輝くワカモノの皆さんの応募をお待ちし
ています。

次回 9 月定例会
日 月 火 水 木 金 土
9/1 2 3 4 5 6 7

本会議 本会議
（議案提案） （議案質疑）

8 9 10 11 12 13 14

常　任 常　任 決　算 決　算
委員会 委員会 委員会 委員会

15 16 17 18 19 20 21

敬老の日 予　算 本会議
委員会 （一般質問）

22 23 24 25 26 27 28

秋分の日 本会議 本会議 予備日
（一般質問）（討論・採決）

29 30

10：00 開会（日程・時間等変更の場合があります）
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